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抜
刷
（
二
〇
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九
年
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月
）

海
北
家
所
蔵
「
覚
書
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に
み
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海
北
派
絵
師
の
動
向

小

松
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華
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ノ
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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

海
北
友
徳
、
稲
葉
正
諶
、
御
用
絵
師
、
麟
祥
院
、
淀
藩

【
要
旨
】

　
「
覚
書
」
は
海
北
派
七
代
の
絵
師
・
海
北
友
徳
が
残
し
た
横
帳
形
式
の
資
料
で

あ
る
。
本
資
料
に
は
天
明
五
年
か
ら
寛
政
二
年
に
か
け
て
の
、
山
城
国
淀
藩
関
連

の
事
項
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
淀
藩
か
ら
支
給
さ
れ
た
俸
高
と
、

そ
れ
に
か
か
る
受
領
書
や
書
簡
の
手
控
え
、
ま
た
淀
城
に
登
城
し
た
際
の
挨
拶
に

つ
い
て
詳
細
な
記
述
が
確
認
で
き
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
御
用
絵
師
の
実
態
を
示

す
文
書
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
本
資
料
の
記
述
を
手
が
か
り
に
、
筆
者
友
徳
の
画
事
や
、
海
北
派
と

稲
葉
家
の
縁
故
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
特
に
両
家
の
交
流
に
つ
い
て
は
、『
海

北
家
由
緒
記
』
を
典
拠
と
す
る
友
松
・
友
雪
父
子
と
春
日
局
に
ま
つ
わ
る
伝
記
を

除
き
、
言
及
さ
れ
る
機
会
に
乏
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
資
料
の
記
述
か
ら
、
友

雪
以
降
の
海
北
派
絵
師
も
引
き
続
き
稲
葉
家
と
の
縁
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
。
友
雪
以
降
の
海
北
派
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
く
、
さ
ら

な
る
研
究
が
望
ま
れ
る
が
、
本
稿
が
海
北
派
を
紐
解
く
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

は
じ
め
に

　

小
稿
で
は
、「
海
北
家
伝
来
海
北
派
絵
画
関
係
資
料
」（
個
人
蔵
）
の
中
か
ら
、
一

点
の
文
字
資
料
「
覚
書
」（
挿
図
１
）
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
同
資
料
は
、
海
北
友

松
（
一
五
三
三
～
一
六
一
五
）
か
ら
続
く
海
北
派
の
絵
師
た
ち
に
よ
っ
て
受
け
継
が

れ
て
き
た
絵
画
資
料
群
で
あ
る
。
総
数
は
五
八
〇
点
に
お
よ
び
、
そ
の
大
半
が
粉
本

資
料
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
に
文
字
資
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
海
北
友
松
関

係
の
文
書（

１
）
に
つ
い
て
は
研
究
が
積
み
重
ね
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
掲
載
す

る
海
北
友
徳
筆
「
覚
書
」
は
、
河
合
正
朝
氏

が
翻
刻
を
行
っ
た
の
み
で（

２
）、

内
容
に
つ
い
て

の
詳
細
な
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
小
稿
で
は
、「
覚
書
」
の
記
述
を
手
が
か
り

に
、
筆
者
・
友
徳
に
よ
る
山
城
国
淀
藩
稲
葉

家
へ
の
出
仕
に
つ
い
て
整
理
し
つ
つ
、
友
松

と
斎
藤
利
三
（
一
五
三
四
～
八
二
）
お
よ
び

春
日
局
（
一
五
七
九
～
一
六
四
三
）
に
由
来

す
る
海
北
家
と
稲
葉
家
の
縁
故
を
考
察
し
て

い
き
た
い
。

一　
「
覚
書
」
の
記
述

（
一
）
筆
者
・
海
北
友
徳

　

小
稿
で
取
り
上
げ
る
「
覚
書
」
は
、
海
北

家
七
代（

（
（

の
海
北
友
徳
（
一
七
六
二
～
一
八
四

七
）
が
記
し
た
横
帳
形
式
の
文
字
資
料
で
あ

小　

松　

百　

華

【 

研
究
ノ
ー
ト 

】

海
北
家
所
蔵
「
覚
書
」
に
み
る
海
北
派
絵
師
の
動
向

挿図１　海北友徳筆「覚書」紙本墨書、一冊
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る
。
法
量
は
縦
十
二
・
三
糎
、
横
三
十
四
・
五
糎
で
、
七
丁
と
一
枚
の
貼
紙
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
表
紙
は
下
半
分
が
欠
損
し
、
残
欠
部
分
に
は
「
明
五　

巳　

稲
葉　

丹
」
の
文
字
が
確
認
で
き
、「
天
明
五　

乙
巳　

稲
葉　

丹
後
守
」
と
記
さ
れ
て
い

た
も
の
と
推
測
で
き
よ
う
。「
覚
書
」
が
記
さ
れ
た
天
明
五
年
か
ら
寛
政
二
年
（
一

七
八
五
～
九
〇
）
は
、
山
城
国
淀
藩
七
代
藩
主
・
稲
葉
正
諶
（
一
七
四
九
～
一
八
〇

六
）
の
治
世
に
あ
た
る
。
ま
た
正
諶
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
丹
後
守
へ
就
任

し
て
お
り（

（
（

、
こ
れ
ら
の
事
実
を
統
合
す
る
と
、
表
紙
の
記
述
は
正
諶
に
仕
え
た
際
の

記
録
を
指
す
と
推
定
で
き
る
。

　
「
覚
書
」
筆
者
の
友
徳
は
、
名
は
照
道
、
通
称
・
斎
之
祐
、
ま
た
は
じ
め
斎
宮
亮

と
称
し
た
。
友
徳
は
海
北
派
七
代
目
に
あ
た
り
、
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
漢
画
系
絵

師
の
友
松
を
祖
と
す
る
。
友
徳
は
江
戸
中
後
期
に
か
け
て
活
動
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、

画
業
の
全
貌
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
寛
政
年
間
に
は
御
所
造
営

や
禁
裏
の
修
繕
に
参
加
し
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
京
都
に
お
け
る
代
表
的
な
人
名
録
『
平

安
人
物
志
』
に
も
そ
の
名
が
み
え
、
ま
た
出
雲
国
広
瀬
藩
御
用
絵
師
と
な
る
堀
江
友

聲
（
一
八
〇
二
～
七
三
）
が
一
時
師
事
す
る
な
ど
、
当
時
は
絵
師
と
し
て
十
分
に
認

知
さ
れ
て
い
た
絵
師
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
の
作
例
に
は
「
三
十
六
歌
仙
扁
額
」

（
平
野
神
社
）、「
神
功
皇
后
図
絵
馬
」（
今
宮
神
社
）
な
ど
が
あ
る
。

（
二
）
友
徳
の
俸
禄

　
「
覚
書
」
に
は
天
明
五
年
か
ら
寛
政
二
年
に
か
け
て
、
友
徳
が
淀
藩
へ
出
仕
し
た

際
の
出
来
事
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
大
ま
か
に
内
容
を
分
類
す
る
と
、
①
山
城
国
淀

藩
か
ら
支
給
さ
れ
た
俸
禄
、
②
そ
れ
に
か
か
る
受
領
書
や
書
簡
の
手
控
え
、
③
淀
城

に
登
城
し
た
際
の
挨
拶
や
手
土
産
、
に
大
別
で
き
よ
う
。「
覚
書
」
の
記
述
を
年
代

別
に
整
理
す
る
と
（
表
１
）
の
通
り
と
な
る
。

　

本
節
で
は
、
ま
ず
は
友
徳
の
淀
藩
に
お
け
る
俸
禄
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。

友
徳
は
「
覚
書
」
冒
頭
に
「
天
明
五
ヨ
リ
米
拾
俵
宛
被
下
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か

ら
〈
貼
紙
〉、
淀
藩
か
ら
毎
年
米
十
俵
の
支
給
が
あ
っ
た
と
判
明
す
る
。
こ
れ
を
石

高
に
換
算
す
る
と
三
石
五
斗
と
な
る
。
ま
た
、
友
徳
は
天
明
五
年
か
ら
寛
政
元
年
に

か
け
て
俸
禄
の
受
領
に
か
か
る
控
え
を
書
留
め
て
お
り
、
そ
の
記
述
を
時
系
列
順
に

整
理
す
る
と
（
表
２
）
の
通
り
と
な
る
。
一
年
間
分
の
俸
禄
で
あ
る
三
石
五
斗
分
を
、

春
に
半
分
の
一
石
七
斗
五
升
、
そ
し
て
冬
に
も
う
半
分
の
一
石
七
斗
五
升
と
し
て
受

け
取
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
覚
書
」
で
は
、
こ
の
禄
を
合
力
米
ま
た
は
足
米
と
記

し
て
お
り
、
恒
常
的
で
は
な
く
臨
時
的
な
報
酬
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る（

（
（

。

　

で
は
友
徳
の
禄
高
は
他
の
絵
師
と
比
較
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。
武
田
恒
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
狩
野
探
幽
門
下
の
桃
田
柳
栄
（
一
六
四

七
～
九
八
）
は
薩
摩
藩
島
津
家
に
五
百
石
で
抱
え
ら
れ
る
な
ど
、
大
変
な
厚
遇
を
受

け
た
絵
師
が
存
在
す
る
一
方
で
、
一
般
的
に
は
平
均
し
て
百
石
か
ら
十
石
程
度
の
俸

禄
で
登
用
さ
れ
た
と
い
う（

（
（

。
武
田
氏
の
説
に
則
る
な
ら
ば
、
友
徳
の
給
与
は
平
均
を

表
１　
「
覚
書
」
に
記
さ
れ
た
友
徳
の
動
向

年
月
日

出
来
事

「
覚
書
」
掲
載
丁

天
明
五
年

（
一
七
八
五
）

十
二
月
十
七
日

友
徳
、淀
城
へ
参
上
。
小
姓
頭
・
安
東
弥
三
大
夫
よ
り
、

合
力
米
十
俵
を
与
え
る
と
の
通
告
を
受
け
る
。

三
ウ

同　

六
年

一
月
七
日

友
徳
、
淀
城
へ
正
月
の
挨
拶
に
参
上
。
稲
葉
正
諶
ら

に
扇
を
献
上
す
る
。

四
オ

同　

六
年

二
月
十
三
日

友
徳
、
合
力
米
の
礼
と
し
て
、
淀
藩
士
ら
に
画
を
献

上
す
る
。

四
ウ

寛
政
元
年
一
月

友
徳
、
淀
城
へ
正
月
の
挨
拶
に
参
上
。
正
諶
ら
に
扇

を
献
上
す
る
。

七
オ

同　

元
年

十
二
月
上
旬

友
徳
、
正
諶
ら
に
寒
中
見
舞
と
し
て
鶏
卵
を
献
上
す

る
。

七
ウ

同　

二
年
か

六
月
六
日

友
徳
、
暑
中
見
舞
と
し
て
扇
を
献
上
す
る
。

七
ウ
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大
き
く
下
回
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
さ
ら
に
、
木
村
重
圭
氏
に
よ
る
絵
師
の
定
義

を
参
照
し
て
み
た
い（

（
（

。
す
な
わ
ち
「
御
用
絵
師
」
は
、
依
頼
主
の
求
め
に
応
じ
、
永

続
的
も
し
く
は
臨
時
的
に
作
品
を
制
作
す
る
画
家
で
、
そ
の
報
酬
は
作
品
や
仕
事
ご

と
に
支
払
わ
れ
る
、
と
す
る
。
ま
た
一
方
で
「
御
抱
絵
師
」
を
、
専
属
的
に
召
し
抱

え
ら
れ
、
常
に
一
定
の
報
酬
を
受
け
て
い
る
画
家
で
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
将
軍

や
各
大
名
に
家
臣
と
し
て
仕
え
た
、
と
も
定
義
付
け
て
い
る
。
友
徳
は
臨
時
的
な
報

酬
の
合
力
米
や
足
米
を
支
給
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
御
抱
絵
師
の
給
与
と
比
較
し
た

場
合
、
そ
の
禄
高
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
考
慮
し
、
ま
た
木
村
氏

の
定
義
に
従
う
な
ら
ば
、
友
徳
は
「
御
用
絵
師
」
の
身
分
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
当
然
な
が
ら
、
淀
藩
か
ら
支
給
さ
れ
た
わ
ず
か
な
禄
高
の
み
を
頼
り
に
し
て
い

た
と
は
考
え
難
く
、
藩
以
外
か
ら
も
仕
事
を
請
け
負
い
な
が
ら
生
計
を
立
て
て
い
た

も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
前
述
の
今
宮
神
社
等
に
お
け
る
絵
馬
制
作
や
、
禁
裏

造
営
へ
の
参
加
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
三
）
山
城
国
淀
藩
に
お
け
る
画
事

　

さ
て
、「
覚
書
」
に
は
主
に
季
節
替
わ
り
の
挨
拶
の
た
め
、
淀
城
に
登
場
し
た
際

の
記
録
や
、
藩
の
家
臣
ら
に
絵
を
献
上
し
た
と
の
記
録
が
残
る
。
例
え
ば
、
天
明
六

年
正
月
に
は
稲
葉
丹
後
守
（
正
諶
）
ほ
か
家
臣
ら
に
対
し
、
扇
を
「
と
ち
へ
ぎ
（
橡

折
）」「
ぬ
り
へ
ぎ
（
塗
折
）」
の
台
、
す
な
わ
ち
橡
製
お
よ
び
漆
塗
り
の
折
敷
に
乗

せ
進
上
し
て
い
る
〈
四
オ
〉。
御
用
絵
師
の
職
務
を
記
録
し
た
文
献
に
は
扇
の
献
上

が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、
台
座
の
材
質
ま
で
事
細
か
に
描
写
し
て
い
る
点
は
興
味

深
い
。
ま
た
贈
答
の
経
費
と
し
て
「
扇
代
〆
七
百
文
」
が
必
要
と
な
っ
た
と
記
し
て

い
る
。
こ
の
扇
に
つ
い
て
具
体
的
な
描
写
は
な
い
が
、
友
徳
み
ず
か
ら
が
絵
付
け
を

し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
寛
政
二
年
六
月
十
六
日
に
は
、「
扇
模
様
天
地
金
ニ
テ
松
波
雲
取
骨
青
竹　

上
ミ
カ
キ
」
三
本
を
献
上
し
て
お
り
〈
七
ウ
〉、
今
回
は
扇
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
御
影
堂
珠
寶
庵
香
阿
弥
折
（
中
略
）
尤
御
影
堂

ニ
テ
包
ニ
ス
」
と
の
補
足
が
あ
り
、
扇
制
作
の
手
順
を
示
す
例
と
し
て
関
心
を
惹
く
。

こ
の
一
文
か
ら
、
ま
ず
友
徳
が
扇
用
の
料
紙
に
絵
を
描
い
た
の
ち
、
御
影
堂
御
扇
子

所
の
香
阿
弥
へ
持
込
み
、
扇
と
し
て
成
形
す
る
た
め
の
一
連
の
作
業
を
委
託
し
た
も

の
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
御
影
堂
は
『
都
名
所
図
会
』（
天
明
六
年
刊
）
に
「
新
善

光
寺
御
影
堂
（
中
略
）
坊
中
に
扇
を
折
り
て
業
と
す
る
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
い
ま

の
京
都
五
条
大
橋
付
近
に
店
を
構
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
京
都
買
物
独
案

内
』（
天
保
四
年
刊
）
に
は
御
影
堂
の
御
扇
子
所
は
代
々
「
香
阿
弥
」
な
る
人
物
が

表
２　

友
徳
が
「
覚
書
」
に
記
録
し
た
俸
禄
の
受
領

年
月
日

出
来
事

「
覚
書
」
掲
載
丁

不
明

（
天
明
六
年
か
）

米
三
石
五
斗
の
う
ち
一
石
を
前
借
り
し
た
た
め
、
今

回
は
残
り
の
二
石
五
斗
を
春
と
秋
の
二
回
に
分
け
て

受
領
す
る
と
の
取
り
決
め
を
す
る
。

五
オ

天
明
六
年

十
一
月

米
一
石
二
斗
五
升
を
足
米
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。

六
オ

同　

七
年

二
月
十
五
日

同
左
。

六
オ

同　

七
年

四
月

前
借
り
分
一
石
を
含
め
て
計
三
石
五
斗
の
支
払
い
が

完
了
す
る
。

六
ウ

同　

七
年

十
二
月

米
二
石
二
斗
五
升
を
足
米
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。

六
ウ

同　

八
年
二
月

十
五
日

米
一
石
七
斗
五
升
を
高
安
米
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。

六
ウ

不
明（
同
八
年
か
）

十
二
月

米
一
石
七
斗
五
升
を
足
米
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。

七
オ

寛
政
元
年

二
月
十
五
日

米
一
石
七
斗
五
升
を
支
給
さ
れ
る
。

七
オ

同　

元
年

十
二
月

米
一
石
七
斗
五
升
を
足
米
と
し
て
支
給
さ
れ
る

七
ウ
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営
ん
で
い
た
と
の
記
載
が
あ
り
、「
覚
書
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
「
覚
書
」
中
に
は
、
こ
の
他
に
も
淀
藩
士
ら
に
む
け
て
絵
を
描
い
た
記
述
が
散
見

さ
れ
る
。
し
か
し
、「
画
壱
枚
」
な
ど
数
量
の
記
述
に
と
ど
ま
り
、
残
念
な
が
ら
画

題
等
の
情
報
は
見
い
だ
せ
な
い
。
一
方
で
、
先
述
し
た
扇
献
上
に
か
か
る
記
録
は
、

江
戸
中
期
に
お
け
る
絵
師
の
実
態
を
示
す
好
例
と
い
え
よ
う
。

二　

稲
葉
家
と
の
関
わ
り

（
一
）『
海
北
家
由
緒
記
』
の
記
述

　

本
章
で
は
『
海
北
家
由
緒
記
』
や
「
覚
書
」
の
記
述
を
手
が
か
り
に
、
稲
葉
家
と

海
北
家
の
交
流
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　

両
家
の
交
流
に
お
い
て
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
、
春
日
局
と
友
松
の
そ
れ
だ
ろ
う
。

海
北
家
三
代
友
竹
（
一
六
五
四
～
一
七
二
八
）
が
記
し
た
『
由
緒
記
』
に
は
、
友
松

お
よ
び
二
代
友
雪
の
伝
記
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
海
北
父
子
に
ま
つ
わ
る
記
述
の

中
に
、
戦
国
武
将
で
あ
り
、
明
智
光
秀
の
重
臣
で
も
あ
っ
た
斎
藤
利
三
と
そ
の
娘
・

お
福
（
の
ち
の
春
日
局
）
が
登
場
す
る
。『
由
緒
記
』
は
家
祖
で
あ
る
友
松
顕
彰
の

要
素
が
強
く
、
ま
た
一
部
に
脚
色
や
誤
謬
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
全
て
の
記
述
を
鵜

呑
み
に
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
し
か
し
、
海
北
家
の
子
孫
が
自
ら
書
き
記
し
、

さ
ら
に
は
他
史
料
に
な
い
詳
細
な
友
松
伝
を
提
供
し
て
い
る
点
で
は
非
常
に
興
味
深

い
史
料
と
い
え
よ
う
。

　
『
由
緒
記
』
に
よ
る
と
、
利
三
は
友
松
の
父
で
あ
っ
た
海
北
綱
親
を
軍
法
の
師
と

し
て
い
た
と
い
う
。
綱
親
は
浅
井
家
に
仕
え
、
小
谷
三
人
衆
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
の

戦
国
武
将
で
あ
っ
た
。『
由
緒
記
』
で
は
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
の
織
田
信
長
に

よ
る
小
谷
城
攻
め
の
際
、
綱
親
は
討
死
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
誤
伝

で
あ
る
と
先
行
研
究
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
正
し
く
は
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）

の
多
賀
城
攻
略
の
折
に
戦
死
し
た
と
判
明
し
て
い
る（

（
（

。
綱
親
が
逝
去
し
た
こ
の
年
、

利
三
は
わ
ず
か
一
歳
程
度
で
あ
り
、『
由
緒
記
』
が
示
す
両
者
の
師
弟
説
に
は
限
界

が
あ
る
。

　

ま
た
、
友
松
と
利
三
の
友
情
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
利
三
斬
首
後
の
過
程

が
『
由
緒
記
』
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）、
利
三
は
本
能

寺
の
変
に
加
担
し
た
罪
で
豊
臣
秀
吉
に
よ
り
処
刑
さ
れ
て
し
ま
う
。
利
三
の
亡
骸
が

野
晒
し
と
な
っ
て
い
る
の
を
不
憫
に
思
っ
た
友
松
は
、
遺
体
を
奪
還
し
真
如
堂
（
真

正
極
楽
寺
）
へ
手
厚
く
葬
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
利
三
の
遺
骸
が
奪
還
さ

れ
た
と
い
う
史
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
現
在
で
も
利
三
の
墓
碑
は
同

寺
境
内
に
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
右
隣
に
は
友
松
の
墓
が
並
ぶ
。
こ
れ
に
加
え
、
後
述

す
る
春
日
局
に
よ
る
友
雪
推
挙
の
事
実
を
考
慮
す
る
と
、
利
三
と
友
松
は
確
か
な
友

情
で
結
ば
れ
て
い
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
由
緒
記
』
は
、
利
三
亡
き
後
に
も
、
友
松
が
お
福
の
後
見
人
と
な
っ
て
、
住
ま

い
や
金
銭
の
面
倒
を
見
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
友
松
の
没
後
、
三
代
将
軍

徳
川
家
光
の
乳
母
と
な
っ
た
春
日
局
は
こ
の
旧
恩
に
報
い
る
た
め
、
友
雪
を
江
戸
へ

呼
び
寄
せ
、
家
光
の
御
用
絵
師
と
し
て
推
挙
し
た
と
い
う
。
実
際
に
友
雪
は
、
寛
永

十
一
年
（
一
六
三
四
）
に
麟
祥
院
障
壁
画
群
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
江
戸
城

本
丸
御
竹
之
間
で
「
竹
に
鳥
図
」
を
揮
毫
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
春
日
局
お
よ
び

江
戸
幕
府
の
た
め
の
制
作
活
動
が
行
わ
れ
た
事
実
は
、『
由
緒
記
』
の
記
述
を
裏
付

け
て
い
る
。

（
二
）「
覚
書
」
冒
頭
の
記
載

　

さ
て
、
次
に
「
覚
書
」
冒
頭
部
分
の
記
述
か
ら
、
友
雪
以
降
の
海
北
派
と
淀
藩
稲

葉
家
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。「
覚
書
」
二
丁
目
に
は
貼
紙
が
付
随
し
、
そ
の
紙

上
に
は
海
北
家
が
淀
藩
か
ら
授
受
し
た
俸
禄
に
つ
い
て
の
清
書
が
確
認
で
き
る
〈
貼

紙
〉。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
貼
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
年
代
と
俸
禄
の
み
で
、
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肝
心
な
海
北
家
側
の
氏
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
試
み
に
海
北
派
絵
師

の
生
没
年
を
「
覚
書
」
の
記
述
に
当
て
は
め
、
時
系
列
順
に
書
き
出
し
て
み
る
と
次

の
通
り
に
な
る
。

①
享
保
～
延
享
年
間
（
一
七
一
六
～
四
七
）

　

三
代
友
竹
も
し
く
は
四
代
友
泉
、
銀
五
枚
を
与
え
ら
れ
る
。

②
明
和
～
安
永
十
年
（
一
七
六
四
～
八
一
）

　

六
代
友
三
も
し
く
は
七
代
友
徳
、
米
十
五
俵
を
与
え
ら
れ
る
。

③
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

　

友
徳
、
米
十
俵
を
与
え
ら
れ
る
。

　

右
記
冒
頭
「
享
保
年
中
ゟ
延
享
迄
三
十
年
余
」
の
書
き
込
み
に
従
う
と
、
享
保
年

間
の
は
じ
め
頃
に
は
、
海
北
家
は
淀
藩
か
ら
俸
禄
を
授
受
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
を
稲
葉
家
の
動
向
と
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
時

期
を
同
じ
く
す
る
同
八
年
、
稲
葉
正
知
（
一
六
八
五
～
一
七
二
九
）
が
初
代
淀
藩
主

へ
と
着
任
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
海
北
家
が
淀
藩
に
仕
え
始
め
た
の
も
同
時
期
で
あ

る
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
享
保
八
年
に
は
三
代
友
竹
が
七
十
歳
、
四
代
友
泉
（
一
六
九

〇
～
一
七
四
一
）
が
三
十
四
歳
に
あ
た
り
、
両
名
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
対
応
に
あ
た

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
覚
書
」
に
は
淀
藩
出
仕
に
ま
つ
わ
る
記
録
が
残
る
も
の
の
、
淀

藩
家
臣
団
の
職
制
を
ま
と
め
た
藩
の
関
係
文
書
に
は
、
未
だ
海
北
派
の
名
前
を
見
い

だ
せ
て
い
な
い（

（1
（

。
ま
た
、
藩
内
の
画
事
を
担
当
し
た
者
を
示
す
「
御
絵
師
」
の
記
載

も
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
も
、
淀
藩
に
お

け
る
「
御
絵
師
」
は
臨
時
の
ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
可
能
性
を
改
め
て
指
摘
で
き
よ
う
。

　

さ
て
、
利
三
と
友
松
の
友
情
を
契
機
と
す
る
両
家
の
縁
故
は
、『
由
緒
記
』
を
典

拠
と
す
る
春
日
局
と
二
代
友
雪
の
関
係
以
外
に
は
取
り
立
て
て
言
及
さ
れ
る
機
会
は

な
か
っ
た（

（1
（

。
し
か
し
、「
覚
書
」
の
記
載
に
よ
り
、
友
雪
以
降
の
海
北
派
絵
師
が
稲

葉
家
に
出
仕
し
て
い
た
と
判
明
し
、
そ
の
時
期
は
三
代
友
竹
ま
で
遡
り
う
る
。
以
上

の
要
素
を
持
つ
「
覚
書
」
は
、
七
代
友
徳
ま
で
連
綿
と
続
い
た
両
家
の
交
流
を
示
す

重
要
な
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
三
）
麟
祥
院
へ
の
揮
毫

　

稲
葉
家
と
海
北
家
の
関
係
を
探
る
上
で
特
筆
す
べ
き
は
、
京
都
・
妙
心
寺
塔
頭
の

麟
祥
院
で
あ
ろ
う
。
本
院
は
寛
永
十
年
も
し
く
は
十
一
年
に
創
建
し
、
そ
の
目
的
は

家
光
が
春
日
局
の
た
め
に
建
立
し
た
と
も
、
春
日
局
が
嫡
子
の
稲
葉
正
勝
供
養
の
た

め
に
開
い
た
と
も
伝
わ
る
。
な
お
開
山
に
あ
た
っ
て
は
、
妙
心
寺
僧
の
碧
翁
愚
完
が

招
聘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
院
は
友
雪
に
よ
る
障
壁
画
制
作
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
海
北
派

絵
師
の
作
品
が
数
点
伝
わ
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
春
日
局
に
知
遇
を
得
て
の
画
事
と

想
像
で
き
よ
う
。
こ
の
た
び
四
代
友
泉
筆
よ
る
本
院
住
持
の
頂
相
二
点
を
調
査
す
る

機
会
を
得
た
た
め
、
こ
こ
に
改
め
て
紹
介
し
た
い（

（1
（

。

　
「
鰲
雲
元
什
像
」（
挿
図
2
）
は
、
画
面
上
部
の
妙
心
寺
僧
・
無
著
道
忠
（
一
六
五

三
～
一
七
四
四
）
に
よ
る
賛
文
か
ら
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
に
本
院
第
五
世
・

挿
図
２　

海
北
友
泉
筆
「
鰲
雲
元
什
像
」
無
著
道
忠
賛
、
絹
本
着
色
、

　
　
　
　

一
幅
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
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通
方
全
真
の
需
め
に
応
じ
制
作
さ
れ
た

と
判
明
し
て
い
る
。
像
主
の
鰲
雲
元
什

（
一
六
二
八
～
一
七
二
二
）
は
本
院
第

三
世
で
あ
る
。
寸
法
は
縦
九
十
九
・
六

糎
、
横
四
十
一
・
二
糎
の
絹
本
で
あ

る
。
本
図
は
全
身
坐
像
で
、
像
主
は
黄
色
の
法
被
が
掛
け
ら
れ
た
屈
輪
文
の
曲
録
に

座
す
（
挿
図
3
）。
傍
ら
に
は
柱
杖
が
立
て
か
け
ら
れ
、
ま
た
足
元
に
は
曲
録
と
同

じ
屈
輪
文
の
沓
床
、
そ
の
上
に
は
沓
が
置
か
れ
て
い
る
。
本
図
で
は
像
主
が
臙
脂
色

の
法
衣
の
上
に
水
色
の
衲
衣
を
纏
う
が
、
衣
服
の
細
や
か
な
文
様
は
精
緻
に
描
き
込

ま
れ
、
画
家
の
技
量
の
高
さ
を
伺
わ
せ
る
。
ま
た
、
顔
貌
も
注
意
深
く
描
写
し
て
お

り
（
挿
図
4
）、
薄
朱
や
胡
粉
を
併
用
し
た
効
果
的
な
ぼ
か
し
を
入
れ
る
こ
と
で
肉

感
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
眼
の
内
角
点
に
は
朱
が
打
ち
込
ま
れ
、
さ
ら
に
白
目

部
分
に
は
胡
粉
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
特
に
目
元
の
表
現
に
は

慎
重
で
あ
る
。
画
面
左
下
に
は
「
海
北
」
朱
文
方
印
と
「
友
泉
」
朱
文
雲
版
形
印

（
挿
図
5
）
の
二
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
四
年
後
に
も
友
泉
は
本
院
へ
頂
相
を
制
作
し
て
い
る
。「
通
方
全
真
像
」（
挿

図
6
）
は
、
自
賛
に
よ
れ
ば
、
通
方
の
法
嗣
・
仁
方
全
侹
の
需
め
に
よ
り
元
文
五
年

（
一
七
四
〇
）
に
揮
毫
さ
れ
た
と
い
う
。
寸
法
は
縦
九
十
三
・
五
糎
、
横
四
十
四
・

一
糎
の
紙
本
で
あ
る
。
本
図
は
外
暈
で
表
し
た
円
相
の
中
に
、
両
手
で
払
子
を
持
つ

半
身
像
の
姿
で
像
主
を
描
い
て
い
る
（
挿
図
7
）。
薄
朱
色
の
直
綴
を
纏
い
、
さ
ら

に
そ
の
上
は
唐
草
文
が
施
さ
れ
た
藍
色
の
袈
裟
を
着
用
し
、
鼈
甲
製
の
環
が
付
随
す

る
。
そ
の
衣
紋
を
描
く
墨
線
に
は
メ
リ
ハ
リ
が
な
い
が
、
か
え
っ
て
画
面
に
和
や
か

な
印
象
を
与
え
、
鰲
雲
の
人
柄
を
偲
ば
せ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
穏
や
か
な
表
情
を

た
た
え
た
顔
貌
に
は
細
や
か
な
書
き
込
み
が
確
認
で
き
、
白
髪
の
描
写
や
顔
の
陰
影

法
は
「
鰲
雲
元
什
像
」
と
共
通
す
る
。
画
面
下
部
に
は
「
海
北
」
白
文
方
印
と
「
友

泉
」
朱
文
雲
版
形
印
（
挿
図
8
）
が
押
捺
さ
れ
る
。

挿
図
３　

部
分
図

挿
図
４　

部
分
図

挿
図
５　
「
海
北
」
朱
文
方
印
、

　
　
　
　
「
友
泉
」
朱
文
雲
版
形
印

挿
図
６　

海
北
友
泉
筆
「
通
方
全
真
像
」
通
方
全
真
賛
、
紙
本
着
色
、
一
幅
、

　
　
　
　

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
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こ
れ
ら
二
点
の
ほ
か
、
四
代
友
泉
が
手
が
け
た
作
品
に
は
、「
伝
教
大
師
像
」（
真

正
極
楽
寺
）
や
「
西
山
上
人
像
」（
十
念
寺
）
な
ど
が
あ
り
、
肖
像
画
が
多
く
残
っ

て
い
る
。
友
泉
の
画
業
に
つ
い
て
は
未
だ
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
既

述
の
作
品
二
点
に
み
ら
れ
た
精
緻
な
描
き
込
み
か
ら
、
肖
像
画
を
得
意
と
し
た
画
家

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
本
院
に
は
友
泉
画
以
外
の
頂
相
が
数
点
伝
世

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
落
款
印
章
が
な
い
た
め
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
作
者
の
特
定

は
で
き
な
い
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
歴
代
海
北
派
絵
師
が
描
い
た
と
の
寺
伝
を
有

す
る
。
今
後
は
作
品
の
様
式
か
ら
作
者
を
同
定
す
る
作
業
が
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
本
院
は
淀
藩
稲
葉
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
稲
葉
家
歴
代
の
人
物

が
描
い
た
作
品
も
伝
わ
る
。
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
稲
葉
家
の
人
物
に
海
北

派
絵
師
が
絵
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
院
所
蔵
の
絵
画
に

そ
の
成
果
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
す
ら
強
く
疑
わ
せ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
覚
書
の
記
述
か
ら
、
海
北
家
と
稲
葉
家
の
関
係
を
具
体
化
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
初
代
友
松
と
利
三
の
友
情
に
端
を
発
す
る
両
家
の
縁
故
は
、
友
雪
と
春

日
局
の
交
流
を
経
て
、
海
北
派
歴
代
に
よ
る
淀
藩
稲
葉
家
へ
の
出
仕
へ
と
続
い
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
海
北
派
は
淀
藩
の
み
な
ら
ず
、
稲
葉
家
の
菩
提
寺
で
あ
る

麟
祥
院
に
お
い
て
も
作
品
を
揮
毫
し
て
お
り
、
両
家
に
は
特
別
な
繋
が
り
が
あ
っ
た

も
の
と
考
察
さ
れ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
海
北
派
に
よ
る
淀
藩
へ
の
詳
細
な
画
事
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
淀
藩
旧
蔵
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
す
す
め
、

海
北
派
の
事
蹟
を
明
示
し
て
い
き
た
い
。

註（
1
）
海
北
家
資
料
の
う
ち
、
友
松
関
連
の
文
字
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
海
北
友
松
夫
妻
像
」、「
海
北
家
由
緒
記
」、「
海
北
家
略
系
図
Ⅰ
」、「
海
北
家
略
系
図
Ⅱ
」、

「
後
陽
成
天
皇
女
房
奉
書
（
中
院
通
勝
宛
）」、「
中
院
通
勝
書
状
（
海
北
友
松
宛
）」、「
朴
大
根

書
状
（
写
）」

（
2
）
河
合
正
朝
「「
覚
書
」
と
海
北
友
徳
」『
河
合
正
朝
絵
画
論
集
』
上
巻
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
一
九
年
一
月
、
四
二
八
～
四
三
五
頁

（
3
）
歴
代
の
海
北
派
絵
師
は
次
の
通
り

海初代北
友
松 

─ 

友二代雪 

┬ 

友三代竹 

─ 

友四代泉 

┬ 

友五代馬

　
　
　
　
　
　

   　

│　
　
　
　

    　

│

　
　
　
　
　
　

   　

└ 

友
賢　
　

   　

└ 

友六代三 

─ 

友七代徳 

─ 

友八代樵

（
4
）『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
四
、
国
民
図
書
、
一
九
二
三
年
五
月
、
一
九
六
頁

（
5
）
小
松
百
華
「
海
北
家
伝
来
海
北
派
絵
画
関
係
資
料
試
論
─
京
都
御
所
造
営
を
中
心
に
─
」『
芸

術
学
』
二
十
一
号
、
三
田
芸
術
学
会
、
二
〇
一
七
年
三
月

（
6
）『
海
北
家
由
緒
記
』
末
尾
に
は
、

挿
図
７　

部
分
図

挿
図
８　
「
海
北
」
朱
文
方
印
、「
友
泉
」
白
文

雲
版
形
印
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右
之
由
緒
ニ
付
遣
置
合
力
米
者

春
日
御
局
為
御
追
善
之
当
家

為
繁
栄
長
久
祈
祷
家
有
ニ
限

子
々
孫
々
至
迄
遣
候
者
也

と
あ
り
、
合
力
米
に
関
す
る
記
述
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、『
由
緒
記
』
が
示
す
合
力
米
と

「
覚
書
」
記
載
の
俸
高
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

（
7
）
武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵
画
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、
二
六
五
～
二
六
六
頁

（
8
）
木
村
重
圭
「「
御
用
絵
師
」
の
系
譜
─
古
代
か
ら
近
世
へ
─
」『
知
ら
れ
ざ
る
「
御
用
絵
師
の

世
界
」
展
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
十
月

（
9
）
海
北
顕
英
『
海
北
友
松
と
そ
の
族
』
私
家
版
、
一
九
八
二
年
、
十
八
頁

（
10
）
淀
藩
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
に
は
、
母
利
美
和
氏
の
報
告
書
（『
近
世
中
後
期
上
方
支
配
に

お
け
る
山
城
国
淀
藩
の
基
礎
的
研
究
』
京
都
女
子
大
学
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
を
参
照
し
た
。

（
11
）
友
松
と
春
日
局
に
つ
い
て
初
め
て
言
及
し
た
の
は
、
前
田
香
雪
氏
（「
海
北
友
松
と
春
日
局
」

『
国
華
倶
楽
部
講
話
集
』
第
一
号
、
一
九
二
二
年
）
で
あ
る
。

（
12
）
麟
祥
院
所
蔵
の
海
北
派
作
品
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。

『
春
日
局
ゆ
か
り
の
寺　

麟
祥
院
展
』
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
四
月

『
妙
心
寺
麟
祥
院
所
蔵
絵
画
資
料
目
録
』
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
三
月

挿
図
典
拠

　

挿
図
１
～
８　

執
筆
者
撮
影

付
記

　

本
稿
の
執
筆
お
よ
び
釈
文
の
作
成
に
あ
た
り
、
当
館
専
門
員
の
古
宮
雅
明
氏
に
終

始
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
作
品
調
査
に
お
い
て
は
海
北
博
様
・
御
令
室
様
、

竹
本
宗
豊
様
に
多
大
な
る
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
未
筆
な
が
ら
こ
こ
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
公
益
財
団
法
人
摘
水
軒
記
念
文
化
財
団
平
成
三
十

年
度
日
本
近
世
絵
画
研
究
助
成
制
度
を
利
用
し
た
成
果
の
一
部
で
す
。

釈
文

【
凡
例
】

・
丁
は
〈　

〉
内
に
漢
数
字
と
オ
（
表
）
・
ウ
（
裏
）
で
示
し
た
。

・
釈
文
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
お
よ
び
異
体
字
を
新
字
に
改
め
た
。

・
判
読
不
明
箇
所
は
、
不
明
字
数
が
推
測
で
き
る
場
合
は
□
、
で
き
な
い
場
合
に
は

■
で
あ
ら
わ
し
た
。

〈
一
オ　

表
紙
〉

□［
天
ヵ
］

明
五

　

稲
葉
丹
後

　
　

巳

［
下
部
欠
損
］

〈
貼
紙
〉

　
　
　
　
　
　
迄
三
十
年
余

享
保
年
中
ゟ
延
享
迄

銀
五
枚
宛
被
下　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
此
間
十
五
六
年
也

明
和
ヨ
リ
安
永
十
年
迄

米
拾
五
俵
宛
被
下　
　
〇
此
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年

天
明
五
ヨ
リ
米
拾
俵
宛
被
下

〈
二
オ
〉

　

天
明
五
年
巳
十
二
月
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淀
表
ヨ
リ
至
来
書
状

以
切
紙
申
入
候
甚
寒

候
得
共
弥
無
御
別
条

珍
重
存
候
然
者
用
向

有
之
得
御
意
度
候
間

明
十
七
日
四
ツ
時
頃
元
〆
方

役
所
迄
御
出
候
様
存
候

此
段
可
得
御
意
如
此
候

以
上

十
二
月
十
六
日

　
　
　
　
　

安
東
弥
三
大
夫

海
北
忠
左
衛
門
様

〈
二
ウ
〉

　

追
而
明
十
七
日
若
指
合

　

難
御
出
候
者
明
後
十
八
日

　

御
出
候
様
存
候
否
御
報

　

御
申
越
候
様
存
候
以
上

右
之
通
申
来
り
候

御
返
事

御
紙
面
被
下
拝
見
仕
候

甚
寒
節
弥
御
安
康

可
被
成
御
座
候
珎
重
奉
存
候

然
ハ
御
用
之
儀
有
之
候
而

明
十
七
日
元
〆
御
役
所
へ

参
上
仕
候
様
仰
被
下

　

奉
畏
候　

右
御
報
迄

　
　
　
　
　
　

申
上
度

　

如
是
御
座
候
以
上

十
二
月
十
六
日　

海
北
忠
左
衛
門

　

安
東
弥
三
大
夫
様

　

追
而
指
合
之
義
仰
被
下

　

指
合
無
御
座
候
間
明
十
七
日

〈
三
オ
〉

参
上
仕
候　

以
上

右
之
通
返
事
候
事

十
七
日
淀
表
へ
参
候

此
節

殿
様
江
戸
御
番
ニ
而

御
勘
定
所
へ
出

銅
籠
之
間
ニ
而
相
待

弥
三
大
夫
出
会
申
渡

　
　
　
　
　

し
候
趣

　
　
　

海
北
忠
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
〇
相
続
△

御
手
前
海
北
家
〇△

間
も

無
之
候
得
共
難
被
御
捨
置
者

之
儀
其
上
養
母
幷
ニ
幼
稚

之
者
茂
有
之
難
渋
之
趣
茂

相
聞
候
ニ
付
以
来
御
米

拾
俵
宛
被
下
之
候
家
業

可
致
出
精
候
此
段
申
聞
候

様
ニ
と
年
寄
共
被
申
聞
候

〈
三
ウ
〉

右
通
弥
三
大
夫

申
渡
さ
れ
候
事

其
日
家
中
礼
廻
り

申
候
口
上
書

私
儀
今
日
不
存
知
多

年
之
御
米
拾
俵
つ
ゝ

被
下
難
有
奉
存
候
右

御
礼
参
上
致
候　

以
上

　
　
　

海
北
忠
左
衛
門

〈
四
オ
〉

天
明
六
丙
午

　

七
日
歳
頭
礼

稲
葉
丹
後
守
様
江

　

扇
三
本
入
箱
尤
く
り
足

台
乗
献
上
ス

家
老
三
人
へ　
扇
弐
本
入
箱　

と
ち
へ
き
ニ
乗

用
人
七
人
へ　
扇
弐
本
紙
包

ぬ
り
へ
き
乗

小
性
頭
壱
人
へ　

右
同
断
一
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勘
定
奉
行
四
人
へ　

右
同
断
四

　
御
例
手
札
斗

　

茶
道
壱
人
へ　

同
断
一

惣
〆
扇
高
五
本
物
三
拾
五
本

殿
様
分
跡
十
六
人
分

扇
代
〆
七
百
文

三
本
入
箱
代

同
台
代

弐
本
入
箱
三
ツ
代

同
へ
ぎ
同
代

惣
代
〆

〈
四
ウ
〉

肴
一
折　

小
性
頭

　
　
　
　

安
東
弥
三
大
夫
へ

　
　
　
　
是
ハ

　
　
　
　

御
合
力
米
被
下
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

挨
拶

肴
一
折　

京
留
主
居

　
　
　
　

稲
川
甚
左
衛
門
へ

　
　
　
　

右
ニ
同
断

　
　
　
　

紙
地
絵
一
枚

　
　

弐
本
於
也

　
　
　
　
　

中
カ
仕
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
屋
清
兵
衛
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遣
ス

　
　
　

淀
へ
行
申
候

二
月
十
三
日

肴
一
折　

是
ハ
小
性
頭
兼
役

画
壱
枚　

堤
市
郎
大
夫
へ

　
　
　
　

御
合
力
被
下
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遣
ス

画
壱
枚
以
上　

岡
本
健
之
助

　
　
　

三
人　

亀
山
平
大
夫

　
　
　
　
　
　

的
場
匣
大
夫

同
一
枚
以
上　

安
東
弥
右
衛
門

三
人　
　
　
　

速
水
弾
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

平
尾
伝
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

挨
拶
也

〈
五
オ
〉

　
　

口
演

余
寒
退
兼
候
得
共
弥
無

御
障　

珎
御
座
候
然
者

此
間
御
示
談
申
候

海
北
氏
御
合
力
渡
方

相
済
則
改
夫
々
ニ

役
所
ゟ
相
廻
置
候
間

御
受
取
候
様
御
返
達
可
被
成
候
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